
〇
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

 

9
月
10
日(

土)

、
市
の
防
災
学
習
交

流
施
設
で
、
千
歳
市
総
合
防
災
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
共
機
関
（
自
衛

隊
・
警
察
・
消
防
等
）
・
企
業
や
団
体
・

町
内
会
な
ど
が
協
力
し
て
訓
練
を
行
い
総

合
的
な
防
災
能
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い

る
も
の
で
、
毎
年
公
共
機
関
・
町
内
会
な

ど
か
ら
千
名
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

内
容
は
、
救
出
訓
練
・
応
急
措
置
・
降

雨
体
験
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
地
質
気
象
防

災
講
習
・
装
備
品
展
示
な
ど
で
、
被
災
し

た
場
合
に
必
要
な
項
目
を
各
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
分
か
れ
て

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
防
災
訓
練

で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
共
助
（
隣
近
所

や
町
内
会
な
ど
が
行
う
救
助
活
動
）
か
ら

公
助
（
公
共
機
関
が
行
う
救
助
活
動
）
へ

の
移
行
や
協
力
要
領
に
つ
い
て
訓
練
し
ま

し
た
。 

〇
千
歳
市
民
納
涼
盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て 

 

8
月
19
日
（
金
）
、
千
歳
市
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
及
び
市
内
で
納
涼
盆
踊
り
大
会

が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
会
も
昭
和
62
年

初
参
加
以
来
連
続
出
場
30
回
目
、
過
去

に
多
く
表
彰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

特
別
賞
で
し
た
。
今
回
は
、
踊
り
の
列
が

例
年
の
４
列
か
ら
５
列
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
か
ら
ち
ょ
っ
と
形
を
保
つ
の
に
苦
労
し

た
よ
う
で
す
。 

〇
子
ど
も
み
こ
し
に
つ
い
て 

 

８
月
27
日(

土)

、
町
内
会
地
域
を
子

ど
も
み
こ
し
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

 

当
日
。
出
発
前
に
会
長
か
ら
み
こ
し
の

由
来
な
ど
の
説
明
後
に
出
発
、
天
候
に
恵

ま
れ
子
ど
も
達
は
元
気
に
み
こ
し
を
担
ぎ

大
き
な
か
け
声
を
掛
け
て
予
定
の
コ
ー
ス

を
回
り
ま
し
た
。 

                          

 
今
年
も
異
常
気
象
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
北

海
道
に
台
風
が
２
コ
連
続
し
て
上
陸
す
る
こ
と
は

今
ま
で
に
無
か
っ
た
こ
と
で
す
。
幸
い
に
し
て
千

歳
は
被
害
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
胸
を
な
で
下
ろ

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
新
富
地
区

は
高
台
な
の
で
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
等
の
リ
ス

ク
が
低
い
の
か
な
と
。
で
も
近
く
に
は
活
火
山
の

樽
前
が
あ
り
、
何
よ
り
も
震
度
７
以
上
の
可
能
性

が
あ
る
美
唄
～
日
高
町
冲
の
間
に
あ
る
石
狩
低
地

東
縁
断
層
帯（
特
に
千
歳
～
苫
小
牧
の
間
の
南
部
）

が
牙
を
む
い
て
い
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。 

28.9.10 

町内会 
総 務 

 旧町内会館、昭和47年に町内
会員等の寄付及び遠藤氏のご厚
意により建築されました。 

あと少し最後の頑張りです 
今
年
は
お
賽

銭
が
多
い
で

す
ね
♥
が 

瓦礫に埋まった人の救助を 

している新富北町内会の有志 千歳市近傍の活断層


